
22

市への意見や質問、広報を読んで
の感想などをお寄せください。
◎送り先　 本所総務課
　　　　　☎25‐2111内線317

ご
み
の
出
し
方
を
詳
し
く

教
え
て
ほ
し
い
で
す

　

ご
み
の
分
別
の
仕
方
や
、
出
し
方
が

間
違
っ
て
い
た
せ
い
か
、
収
集
さ
れ
な

か
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

ご
み
の
出
し
方
を
詳
し
く
教
え
て
ほ

し
い
で
す
。

ご
み
の
分
け
方
・
出
し
方
ガ
イ

ド
ブ
ッ
ク
を
ご
覧
く
だ
さ
い

　

昨
年
８
月
、
市
内
全
戸
に
「
ご
み
の

分
け
方
・
出
し
方
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」
を

配
布
し
ま
し
た
。
ご
み
の
分
別
の
仕
方

な
ど
を
詳
し
く
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、

ご
覧
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
ご
み
の
種
類

に
応
じ
た
収
集
日
が
分
か
る
「
ご
み
収

集
カ
レ
ン
ダ
ー
」
を
毎
年
3
月
に
配
布

し
て
い
ま
す
。
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
や
カ
レ

ン
ダ
ー
が
お
手
元
に
な
い
方
に
は
、
市

役
所
各
庁
舎
や
各
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
セ
ン
タ
ー
で
お
渡
し
し
て
い
ま
す
。

▼
ご
み
の
分
別
講
習
会
の
開
催

　

廃
棄
物
対
策
課
で
は
町
内
会
・
住
民

会
な
ど
を
対
象
に
、「
ご
み
の
分
別
講

QＡ
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芸能は日本人の魂

古典芸能解説者。NHKアナウンサーとして「仕舞入門」
「芸能花舞台」「古典芸能鑑賞会」「邦楽のひととき」など
数々の邦楽や伝統芸能の番組を担当。現在は歌舞伎、能狂
言、文楽、日本舞踊などに関する講演や執筆を行う。７月
16日開催の松竹大歌舞伎の見所を解説する「松竹大歌舞
伎 歌舞伎プレセミナー」の講師として来鶴。東京都出身。

葛
か さ い

西 聖
せ い じ

司 さん

プレセミナーの様子（６月24日／荘銀タクト鶴岡）

　私が古典芸能に触れ始めたのは14歳頃で、その
入り口は歌舞伎でした。昭和40年頃は歌舞伎座や
国立劇場の３階席なら子供のお小遣いでも見られた
んですね。生の演奏、生のお芝居が届いてきますか
ら、子供心にも面白いと感じました。とはいえ、お
小遣いには限りがあるので、テレビでもよく見てい
ました。その頃、古典芸能番組を放送しているのは
NHKだけで、開演前に「劇場中継です」と告げる
アナウンサーに憧れて、その道に進んだんです。
　私はよく「面白いよ！」と友人を誘って観劇して
いました。やはり、１人で見るより２人、５人なら
10人。大勢の人と見るほうが楽しい。その点、面
白さを多くの人と共有するには、放送は最高の手段
です。私の話を聞いた人が劇場に足を運んでくれた

のなら、更にうれしい。私は、年
配の方はもちろん、若い世代の方
にも、生で見る古典芸能の良さを

知ってもらいたいんです。落語・日本舞踊・文楽・
能狂言などは日本が誇る伝統文化です。そこには日
本人が紡いできた物語がある。あえて言いますが、
古典芸能は決して簡単に理解できるものではありま
せん。だからこそ見るたびに新しい発見があるし、
繰り返し味わうことができるんです。
　鶴岡にも黒川能や山五十川歌舞伎などの伝統芸能
がありますよね。それらは、そこに暮らす人々の手
による民俗芸能としての娯楽が残されている点で、
大都会の古典芸能とは対照的な違いがあると思いま
す。その土地の香りがする文化を脈々と保存・伝承
している方と、それを見守ってくれる観客の両方で、
末永く伝えていってほしいですね。
 「古典」芸能に限らず、芸能全般は人生を生き生き
とさせてくれるもの、エンターテインメントの一つ
です。私自身が心底楽しんでいるし、多くの皆さん
に魅力をお伝えしていきたいと思っています。
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習
会
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
担
当
職

員
が
、
ご
み
の
分
け
方
・
出
し
方
を
詳

し
く
説
明
し
ま
す
。
希
望
す
る
団
体
は

同
課
☎
22
‐
２
８
４
８
に
お
問
合
せ
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
９
月
２
日
○日
の
「
リ

サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
休
日
見
学
会
」
や
９

月
30
日
○日
の「
環
境
フ
ェ
ア
つ
る
お
か
」

で
も
展
示
・
説
明
の
場
を
設
け
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

ご
み
を
出
す
際
に
は
、
正
し
く
分
別

す
る
こ
と
に
加
え
、
次
の
こ
と
に
も
特

に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

■
ス
プ
レ
ー
缶
や
ラ
イ
タ
ー
は
中
身
を

使
い
切
っ
て
か
ら
出
し
て
く
だ
さ
い
！　

　

ス
プ
レ
ー
缶
な
ど
に
残
っ
て
い
る
可

燃
性
ガ
ス
が
原
因
で
、
ご
み
収
集
車
や

処
理
施
設
で
火
災
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

使
い
切
り
を
心
掛
け
、
ガ
ス
が
残
っ
た

場
合
は
缶
に
記
載
の
方
法
で
排
出
し
て

く
だ
さ
い
。
な
お
、
缶
に
穴
を
開
け
て

の
排
出
は
大
変
危
険
で
す
の
で
や
め
て

く
だ
さ
い
。
処
理
に
お
困
り
の
際
は
廃

棄
物
対
策
課
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

■
ご
み
収
集
車
に
直
接
ご
み
を
投
げ
入

れ
な
い
で
く
だ
さ
い
！

　

最
近
、
ご
み
収
集
車
に
直
接
ご
み
を

投
げ
入
れ
る
人
を
見
受
け
ま
す
。
収
集

車
は
投
入
口
に
あ
る
回
転
盤
で
、
ご
み

を
圧
縮
し
な
が
ら
詰
め
込
ん
で
い
ま
す
。

一
般
の
方
が
投
入
口
に
近
付
く
こ
と
は
、

回
転
盤
に
巻
き
込
ま
れ
る
な
ど
、
重
大

な
事
故
に
つ
な
が
る
危
険
な
行
為
で
す

の
で
、
絶
対
に
や
め
て
く
だ
さ
い
。

　
〈
廃
棄
物
対
策
課
〉

各種相談窓口 ※主に市が開設している暮らしに関する相談窓口を紹介します。
　その他の様々な悩みごとは「総合相談」へお問い合わせください。

内 容 相談窓口・電話番号 相 談 日 時 等

総合相談（身近な悩みや心配ごと等） 鶴岡市総合相談室☎0120‐866‐294 月曜～金曜日（祝日は除く）9：00～16：00

消 費 生 活 相 談 消費生活センター☎25‐2982
月曜～金曜日（祝日は除く）9：00～16：00

内 職 相 談、 若 年 者 職 業 紹 介 鶴岡ワークサポートルーム☎25‐2215

教育相談（学校教育・就学に関すること） 教育委員会学校教育課☎57‐4864
月曜～金曜日（祝日は除く）9：00～17：00

〃　　（青少年の健全育成） 青少年育成センター☎0120‐783‐748

〃　　（不登校・適応指導教室等） 教育相談センター☎23‐9351 月曜～金曜日（祝日は除く）9：00～16：00

子ども総合相談窓口（妊娠・出産・子育ての悩み等） 子育て世代包括支援センター☎35‐1118

月曜～金曜日（祝日は除く）8：30～17：15
子 育 て ・ 家 庭 児 童 相 談 子ども家庭支援センター☎25‐2741

障害者に関する相談（身体・知的・精神・児童） 障害者相談支援センター☎25‐2794

仕 事 や 暮 らし に 関 する 相 談 鶴岡地域生活自立支援センター「くらしス」☎29‐1729

高 齢 者 に 関 す る 相 談 お住まいの地域を担当する地域包括支援センターへ

休 日 診 療　　■問健康課（にこ♥ふる）☎内線362

●急な病気の際は……休日夜間診療所☎23‐5678
　・開所日　＜日曜日、祝日、年末年始＞　①  9：00～11：30
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ② 13：30～16：30
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ③ 18：00～20：30
　　　　　　＜上記以外の月曜～土曜日＞  ④ 19：00～21：30
　・診療科　内科、小児科、外科（②のみ）
　　　　　　※小児科は、①のみ小児科医が診察します。

●休日の歯痛の際は…休日歯科診療所☎23‐0372
　・開所日　＜日曜日、祝日、年末年始＞　①  9：00～12：00
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ② 13：00～15：00

献血　8/4 ～ 9/3
献血会場で骨髄ドナー登録もできます
■問健康課（にこ♥ふる）☎内線362

月　日 受付時間 会　場
8 ．11○土 10：00 ～ 12：00 鶴岡協同の家こぴあ
　〃 13：30 ～ 16：00                  〃
17○金  ９：30 ～ 11：30 市役所本所
〃 13：00 ～ 15：30 　   〃
28○火  ９：30 ～ 11：30 鶴岡中央工業団地管理センター
　〃 13：00 ～ 15：30 　　　　〃

今月の各種相談窓口開設日　8/4 ～ 9/3
内 容 問 合 せ 相 談 日 時・会 場 等

行 政 相 談

（ 行 政 相 談 委 員 ）

本所市民課☎内線158 14日○火14：00～16：00・市役所本所

藤島庁舎総務企画課☎内線213 24日○金13：00～15：00・藤島ふれあいセンター

羽黒庁舎総務企画課☎内線218 21日○火13：30～15：30・市役所羽黒庁舎

朝日庁舎総務企画課☎内線411 21日○火13：30～15：30・朝日中央コミュニティセンター

温海庁舎総務企画課☎内線312 23日○木13：00～15：00・温海ふれあいセンター

登 記 相 談 本所市民課☎内線158 16日○木14：00～16：00・市役所本所

休 日 年 金 相 談 日本年金機構鶴岡年金事務所☎23‐5040 11日○土９：30～16：00（要予約）・同事務所
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